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1.はじめに 

近年，SDGs は社会に広く浸透してきている． 

SDGs という言葉そのものの認知率は 80%にのぼり，

高い認知率となっている 1）．一方で，SDGsのすべて

の内容を理解しているという人は 4%と非常に少な

く 2），SDGsという言葉を聞いたことはあるが，理解

はしていないという人が多いのが現状である．教育

界においても子どもたちへの SDGs 教育が取り組ま

れているが，効果的な SDGs 教育方法が確立してい

ない．子どもたち自身にグローバルな課題を自分事

と捉えてもらうためには，自身の言葉や絵，身体的表

現をさせる活動を行い，伝え合うようにすることに

よって共に問題解決に向けて取り組んでいくことが

出来る 3）との結果もある． 

本研究では効果的に SDGsを理解してもらうため，

老若男女問わず遊ぶことが出来るかるたを子どもた

ちと協働で作成することとした．かるたに用いられ

る七五調のリズムは文学の世界だけでなく，日常で

もよく目にし，耳にする．七五調は，日本語母国語者

には耳に心地よいだけでなく記憶にも良く残る 4） た

め七五調のリズムにのせて表現すると，その内容は

強い印象を残すことが出来る 5）．SDGsに対する興味

関心・理解度をさらに高めるため SDGs に関する

SDGsかるたを作成する授業を行う．このかるたを通

じた活動による子どもたちの SDGs に対する興味関

心・理解度の変化を明らかにすることが目的である． 

 

2.調査対象者 

 調査対象者は，大分市立大在中学校 24名，日本文

理大学附属高等学校 61名，合計 85名を対象とした． 

 

3.研究方法 

 中学生・高校生に何も知らない状態で SDGs に関

する事前アンケート調査を実施した．次に SDGs の

認知・理解のための SDGs に関する授業をかるた作

成前に行った．授業後アンケートを行い，授業が効果

的であったかをアンケートによって明らかにした．

次に，SDGsかるたの絵札を中学生・高校生に読み札

をもとに作成させた．中学生・高校生自身が作成した

かるたで実際に遊ばせ，SDGs に対する興味関心・理

解度を高めさせた．その後アンケートを実施し，何も

知らない状態と SDGs 事前授業，かるた作成を体験

した後とで比較し，興味関心・理解度の変化を明らか

にした．興味関心は SDGs を自分事と捉えられてい

るか，理解度は内容を把握しゴールを何も見ない状

態で記述できるかを基準に判断した． 

 

4.結果と考察 

 SDGsの興味関心の事前・事後アンケート調査の結

果をまとめたデータを図-1～2に示す． 

 

 

図-1 SDGs の興味関心 5 段階評価（事前） 

 

 

図-2 SDGs の興味関心 5 段階評価（事後） 
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 1 は全く興味がない，5は非常に興味・関心があり

自分事と捉えられているかを基準にした 5 段階評価

のアンケート調査では，かるたを実施したことでよ

り興味関心を持つ生徒が増えたことがわかった． 

ゴール別の 5 段階評価で平均点を出し，事前から

事後の伸びを表したものを表-1に示す．Goal.10の興

味関心以外の全ての項目で点数が伸びている．かる

たを行うことで興味関心・理解度と共に向上してい

ることがわかる．興味関心の Goal.10に関しては事前

から事後で変化がないが，理解度では他の Goalと同

程度向上している． 

 

表-1 興味関心・理解度ゴール別 5 段階評価 

 

 

かるた作成後に，SDGsについて自分達にできる

ことを自由に記述してもらったデータをテキストマ

イニングで解析したものを表-2に示す．関連するゴ

ールについては個々の回答および共起ネットワーク

から判断した．身近にできることであるボランティ

ア活動やごみ拾い，SDGsを学ぶことなどが挙げら

れた．その自由記述の中でも頻出語を 10つ挙げそ

れに関連するゴールを導き出した．Goal.11，12，

14，15は身近に感じ自分達で行動できそうだと考え

られるゴールであるとわかる．しかし他のゴールに

関してはまだ身近に感じられず行動を起こすには難

しいまたは自分達ではどうしようもできないと感じ

てしまっているゴールであると考えられる． 

表-2 自由記述から関連するゴール 

 

 

5.結論と今後の課題 

 SDGsを身近に感じさせることによって興味関心・

理解度が向上すること，ゴールによっても理解度の

向上に差があることが明らかになった．今後の課題

としてゴールごとの差が生じる原因を明らかするこ

となどがあげられる． 
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事前 事後 差 事前 事後 差

Goal.1 3.3 3.7 +0.4 3.4 3.8 +0.4

Goal.2 3.4 3.7 +0.3 3.4 3.8 +0.4

Goal.3 3.3 3.5 +0.2 3.1 3.6 +0.5

Goal.4 3.1 3.5 +0.4 3.2 3.7 +0.5

Goal.5 3.6 3.9 +0.3 3.4 3.8 +0.4

Goal.6 3.3 3.5 +0.2 3.2 3.6 +0.4

Goal.7 3.0 3.4 +0.4 2.9 3.4 +0.5

Goal.8 3.0 3.3 +0.3 2.8 3.3 +0.5

Goal.9 2.8 3.1 +0.3 2.6 3.1 +0.5

Goal.10 3.6 3.6 ±0 3.4 3.8 +0.4

Goal.11 3.3 3.6 +0.3 3.1 3.6 +0.5

Goal.12 3.4 3.6 +0.2 3.1 3.7 +0.6

Goal.13 3.2 3.6 +0.4 3.2 3.6 +0.4

Goal.14 3.6 3.9 +0.3 3.5 3.9 +0.4

Goal.15 3.5 3.8 +0.3 3.3 3.8 +0.5

Goal.16 3.5 3.7 +0.2 3.3 3.7 +0.4

Goal.17 3.1 3.4 +0.3 2.7 3.4 +0.7

興味関心 理解度
 
項目

Goal num.

頻出語 関連するゴール

1.ゴミ Goal.11，12，14，15

2.考える Goal.1~17

3.残す Goal.2，11，13，14，15

4.使う Goal.12

5.食べる Goal.2，3，14，15

6.知る Goal.1~17

7.拾う Goal.11，12，14，15

8.ポイ捨て Goal.11，12，14，15

9.捨てる Goal.11，12，14，15

10.ご飯 Goal.2，12
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